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§５.『真の循環型社会へ』  

 

Ⅰ はじめに 

 産業革命以降の社会の特徴として、原材料やエネルギー資源を採取し、それらを利

用して大量に生産、大量に消費してきたことが挙げられるだろう。消費された後の物

は役目を終えたと見なされ、「ゴミ」となり、廃棄される。これらの「ゴミ」の回収か

ら、焼却、埋め立てまでの処理システムが確立されてきたことについては、もちろん

評価されるべきことである。しかし、「作って、使って、捨てる」という、当たり前と

も思われたこの一連の流れは、原材料やエネルギー資源は有限であり、持続可能な社

会へとシステムを再構成しなければならない時代において、再考が迫られていると言

えよう。本単元は一方通行的な社会ではなく、循環型の社会を構築していく重要性に

目を向けさせるものである。使用時の排ガスが環境に負荷をかけているとされ、例え

ば自動車は分かりやすい非難の矛先となってきた。しかし、リサイクル率は非常に高

く、その仕組みを機能させるカギとして、購入時に消費者が支払うリサイクル料を取

り上げた。消費者が「最終」なのではなく、消費者も再資源化のサイクルの一翼を担

っており、巻き込まれながら解決に向かおうとする姿勢を育成したい。また、グロー

バル化の進展した現代において、自分の国の中でのみ完結する物事の方が少なくなっ

てきている。輸出される日本の中古車の行方を想像させることを通じて、国際社会の

中で日本がどのような役割を果たせるか、グローバルな視点から世界全体の幸福のた

めに思考・判断し、貢献しようとする態度を育みたい。 

 

Ⅱ 学習目標 
１．大量生産と大量消費によって形作られてきた一方通行型の社会から、持続可能な

循環型の社会への移行を目指すことの重要性について考えられる。 

２．再資源化の一翼を担う存在として消費者の役割を見つめ直し、自分ができること

を考えたり、取り組む余地のある社会的課題について考えられたりする。 

３．グローバルな視点から、日本が真の循環型社会の構築ために果たせる役割につい

て考えられる。 

 

Ⅲ 授業の流れと解説 
１．日常生活を送る中で出た「ゴミ」を「リサイクル可能な資源」という視点で捉え  

直した上で、再資源化のシステムが実際に機能するための条件や要因について考

える。 

２．新車購入時のリサイクル料金に着目し、自動車の再資源化が円滑に進むための仕

掛けとして、消費者が巻き込まれる仕組みとなっていることの意味や意義につい

て考えを深める。 

３．海外に多く輸出されている日本の中古車を通じて、自分の国の中のみ良しとする

のではなく、グローバルな視点からも一方通行型から循環型へと社会を再構築し

ていくことの重要性について考える。  

教員の皆様へ 
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【空欄の想定解答例】“⇒”以降では、議論を深めるためのさらなる視点を掲載しています。 

 

ＷＳ１ 

リサイクル率が高いと思う理由 

ペットボトルは自販機の横に回収ボックスがある／洋服は古着として使える／冷蔵庫は引き取ってもらう必要

がある／自動車はシステムが確立されている／スマートフォンは大切なデータが入っているのでみんなきちん

と処理する 

・ペットボトル 86％ PETボトルリサイクル推進協議会 

 自動販売機の横にある回収ボックスにペットボトル以外のゴミが捨てられていたり、ゴミとして街なかに散乱

しているなど、リサイクルの妨げになっている現状がある。86％という日本のリサイクル率はヨーロッパの

40％、アメリカ合衆国の 20％に比べると非常に高い数値と言える。 

・洋服 34％（リサイクル・リユース含む） 環境省 

 洋服の多くは 2 種類以上の繊維を混ぜて作られており、リサイクルするには、これらの繊維を分離しなければ

ならない。そのため技術的に難しいという状況にある。リユースは海外輸出を含めて約 20％。 

・冷蔵庫・冷凍庫 81％ 一般財団法人 家電製品協会 

 家電リサイクル法が施行され（2001 年4 月、家電4 品目が対象）、消費者、小売業者、家電メーカーなどが、

それぞれ役割分担してリサイクルを推進することが義務づけられている。 

 エアコン＝92％、テレビ＝72％、冷蔵庫・冷凍庫＝81％、洗濯機・衣類乾燥機＝92％ 

・自動車 99％ 一般社団法人 日本自動車工業会 

 自動車リサイクル法が施行され（2005 年1 月）、使用済自動車のリサイクル率は 99％になっている。部品の

修理などにはリサイクル部品が使用され、細かく砕かれたシュレッダーダストからは燃料が開発されている。 

・スマートフォン（携帯電話・PHS） 63％ 一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会 

 回収された端末のリサイクル率は 63％だが、回収率そのものは 16％に留まっている。これは使用済み携帯電

話を持ち続けているユーザーが多く、その理由として、「電話帳として」「コレクション」「データのバックアッ

プ用」「デジカメとして活用」「ゲーム機として活用」などが挙げられている。携帯電話の高機能化がリサイクル

の障害となっているという指摘もある。 

 

ＷＳ２-（１） 

自動車のリサイクル率が高い理由 

・リサイクルしやすい金属でできている／リサイクルしやすい素材を使うようになった／自動車のリサイクル技

術が進んでいる／自動車はリサイクルのシステムが確立されている／厳しい法律がある／不法投棄したときの

罰則が重い※／自動車には検査登録制度があって、きちんと登録されているので不法投棄しにくい 

 ※罰則は、最高で 5 年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金。両方科せられることもある。法人は３億円

以下となっている。 

ＷＳ２-（２） 

①購入時だと必ず支払う／もう支払っているから不法投棄しない 

②処分時に面倒くさい／支払いたくないから不法投棄が多い 

③リサイクルの意識が薄くなる／どれくらいのリサイクル料金なのかわからない／正しく上乗せされているのか 

 

【参考】自動車リサイクル法の背景 

・使用済自動車は以前から有用な資源として流通し、車重の８割がリサイクルされ、残りの２割が埋め立てられて

きた。 

・1990 年代後半から最終処分（埋め立て）場が不足してきたため、処分費用が高騰。料金を払って処理しなけ

ればならなくなり、路上での放置自動車、不法投棄・不適正処理が大きな社会問題となっていった。 

・このため、自動車メーカーを中心にした関係者に適切な役割分担を義務づけることによって、リサイクル・適正

処理を図るため、「自動車リサイクル法」が、2005 年 1 月から施行された。 

・法施行以前は、事業者の負担によって処理が行われていたが、上記問題の解決のため、政府は事前に「リサイク

ル料金」として、車の所有者にも、廃棄処分にかかる費用を負担するよう義務づけることとした。 
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ＷＳ３ 

あなたができること 

・日々の暮らしの中でゴミ（廃棄物）をなるべく出さないようにする／町内のゴミ回収ルールを守る／必要以上の

ものは買わない／リサイクル品を買ってみる／使い捨てのものを使わないようにする／いらなくなったもので

もフリーマーケットやネットフリマなどに出してみる 

 

社会全体として取り組めること 

・３R の共通意識を持つ（教育）／３R を推進するためのシステムづくりにみんなが協力する／３R が「儲かるビ

ジネス」となる仕組みを作る／技術開発に補助金を出す 

 

ＷＳ４ 

必要な取り組み（グローバルな視点） 

・開発途上国も含めた３R 推進／対話と相互協力 

 

必要な取り組み（日本の国際社会への貢献） 

・日本がイニシアティブをとって進める※／各国のニーズを捉えた開発支援／人材育成（専門家の派遣、研修事業） 

※2004 年、シーアイランドサミット（アメリカ合衆国）において、日本提唱の「３R イニシアティブ」合意。 

 

【参考】 

図１．世界の廃棄物処理方法 

 

 

・日本で「■焼却処理（エネルギー回収なし）」と「■エネルギー回収焼却」の割合が高いのは、ごみの埋立地不足により、焼

却することで体積を減らすという方策を取ってきたためである。 

・エネルギー回収焼却（サーマルリサイクル）は、熱や蒸気としてエネルギーを回収する方法で、発電・暖房・温水供給など

に利用されている。こうした技術が向上したことによりリサイクルが後れたという指摘もある。 

・リサイクル率の計算方法は日本とヨーロッパで異なる。日本では新聞販売店など事業者が独自に回収した古新聞、またスー

パーなどで回収されたペットボトルなどについては、ごみ排出量にもリサイクル量にも反映されない。日本では自治体が収

集するごみに限定されているため、リサイクル率が低く見えるという点もある。 

 

 発行：公益財団法人 日本自動車教育振興財団／編集：㈱マーケティングインテリジェンス 

 


